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１．概要（Summary） 

小型原子時計に利用されるガスセルは、微細加工技術

によりウエハレベルで作製される。アルカリ原子をセル内

に封入する工程では、課題が多くある [1]。今回、それら

課題を解決する実証実験の接合工程を、東北大学マイク

ロシステム融合研究開発センターの Suss ウェハ接合装

置を利用して実施した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 Suss ウェハ接合装置 
【実験方法】 

Fig. 1 に示した作製工程の第 4 工程の陽極接合につ

いて、基板を 400 度に加熱し、電圧 900 V を 5 分間印加

して接合を行う。 

 
Fig. 1 Process chart 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 2 に接合前と接合後のサンプルを示した。Fig. 
2(a)のサンプルの中央部に 2 µm 程の隙間が構成されて

おり、接合温度が上昇すると、ディスペンサー内の Rb 原

子が移動できるようになっている。Fig. 2（b）は接合後の

写真で、中央部分も陽極接合され、さらに、移動した Rb
原子がセルのガラスに付着しており、Rb 原子の封入を確

認した。 

     

Fig. 2 (a)After Process 3 in Fig. 1. (b)After Process 4 
in Fig. 1. 
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